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2016 年夏、選挙権年齢が１８歳以上に引き下げられて初めての選挙が行われました。新たに有権

者となった18 歳、19 歳の約240万人の若者たち。彼らはどんな思いで選挙権を行使したのでしょう

か。若者の政治離れが取り沙汰される中、日々の暮らしと直結する国政選挙に対する若者の動向は、

大きな話題となりました。それは、男女共同参画社会の実現を目指す「ねっとわぁく」の編集者にとっ

ても、関心が高いテーマでした。そこで「ねっとわぁく」68号は、これから日本社会を担う若者たちへ

のメッセージとして、『明日へとつなぐ男女共同参画社会』としました。

「男女共同参画社会基本法」が制定されたのは、1999 年。同法は理念として、「男女が、互いにその

人権を尊重しつつ責任も分かち合い、性別にかかわりなく、その個性と能力を十分に発揮することが

できる男女共同参画社会の実現」と謳っています。あれから18 年。「男女共同参画社会基本法」が目指

す男女共同参画社会の実現は、どれくらい達成できたでしょうか。日本社会を男女共同参画の視点で

見た場合、どれだけの変化があったのでしょう。そして、改善できるのに見過ごしてきたことがどれだけ

あるのでしょうか。

例えば、教育現場では、男女混合名簿の採用、家庭科科目の見直しなど、積極的に男女格差の是正

に取り組んでいます。しかし、子どもたちが社会に出ると、就学中には感じたことのない男女の格差、差

別、不平等が社会の中にあることを知ることになります。

また、テレビ、雑誌、インターネットなど、毎日触れるCM、ポスターを男女共同参画の視点で見ると

違和感があふれています。他方、世界に目を向けてみると、日本のジェンダー格差指数は144ヵ国中

111位と、男女平等が進んでいないのが現状です。

「ねっとわぁく」68号は、今一度「男女共同参画」についての理解を深め、ジェンダーにとらわれた

社会のあり方から脱却し、よりよい明日を築いていくため、若い世代の人々に、そしてかつて若い世代

であった人々に贈ります。

明日へとつなぐ
男女共同参画社会
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▲静岡県男女共同参画センター「あざれあ」

感性のアンテナを伸ばそう!
 〜日本の現状と、
　 世界から求められている『配慮』について〜

日
本
と
静
岡
県
の

男
女
共
同
参
画
の
あ
ゆ
み

日
本
に
お
け
る

「
男
女
共
同
参
画
社
会
」の
歩
み

1
9
8
5
年（
昭
和
60
年
）、日
本
は「
女

子
に
対
す
る
あ
ら
ゆ
る
形
態
の
差
別
の
撤

廃
に
関
す
る
条
約
」（「
女
子
差
別
撤
廃
条

約
」）を
批
准
し
、翌
86
年（
昭
和
61
年
）に

は
職
場
に
お
け
る
男
女
の
差
別
を
禁
止
し
、

平
等
に
扱
う
こ
と
を
定
め
た「
男
女
雇
用

機
会
均
等
法
」が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。そ
の

後
1
9
9
9
年（
平
成
11
年
）に「
男
女
共

同
参
画
社
会
基
本
法
」が
施
行
さ
れ
ま
し

た
。男
女
共
同
参
画
社
会
と
は
、「
男
女
が
、

社
会
の
対
等
な
構
成
員
と
し
て
、自
ら
の
意

思
に
よ
っ
て
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
お
け

る
活
動
に
参
画
す
る
機
会
が
確
保
さ
れ
、

も
っ
て
男
女
が
均
等
に
政
治
的
、経
済
的
、

社
会
的
及
び
文
化
的
利
益
を
享
受
す
る
こ

と
が
で
き
、か
つ
、共
に
責
任
を
担
う
べ
き

社
会
」（
男
女
共
同
参
画
社
会
基
本
法
第

2
条
）の
こ
と
で
す
。

な
お
、静
岡
県
で
も
1
9
8
6
年（
昭

和
61
年
）、「
婦
人
の
た
め
の
静
岡
県
計
画
」

が
策
定
さ
れ
、1
9
9
3
年（
平
成
5
年
）

に
は
女
性
の
自
主
的
・
積
極
的
な
活
動
や

社
会
的
自
立
支
援
の
計
画
を
推
進
す
る
拠

点
施
設
と
し
て「
あ
ざ
れ
あ
」が
オ
ー
プ
ン

し
ま
し
た
。同
施
設
は
男
女
が
共
に
築
き

共
に
担
い
合
う
社
会
の
実
現
を
目
指
し
、

2
0
0
3
年（
平
成
15
年
）に「
男
女
共
同

参
画
セ
ン
タ
ー
あ
ざ
れ
あ
」へ
と
名
称
を
変

更
し
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、日
本
は
男
女
共
同
参
画

社
会
の
実
現
に
向
け
た
様
々
な
取
り
組
み

や
啓
発
活
動
を
、実
施
し
て
き
ま
し
た
。

発
展
途
上
の「
男
女
共
同
参
画
」

「
夫
は
家
庭
に
お
い
て
経
済
的
な
基
盤
を

背
負
い
大
黒
柱
と
な
る
べ
し
。妻
は
内
助
の

功
と
し
て
そ
れ
を
支
え
る
べ
し
…
」と
い
う

考
え
は
、さ
す
が
に
前
時
代
的
だ
と
批
判

さ
れ
る
風
潮
に
な
っ
て
き
ま
し
た
が
、女
子

差
別
撤
廃
条
約
を
批
准
し
て
か
ら
30
数
年

た
っ
た
現
在
の
日
本
の「
男
女
共
同
参
画
」

は
、残
念
な
が
ら
未
だ
発
展
途
上
の
ま
ま
で

す
。社

会
情
勢
が
変
化
し
所
得
が
伸
び
悩
む

一
方
で
、税
金
や
社
会
保
険
料
の
負
担
は
増

大
し
、将
来
に
見
通
し
が
持
て
な
い
人
々
が

増
え
ま
し
た
。多
く
の
世
帯
で
は
、夫
婦
共

働
き
で
な
け
れ
ば
生
活
が
成
り
立
た
な
い

現
実
が
あ
り
ま
す
。こ
れ
ま
で
女
性
が
主
に

行
っ
て
き
た
育
児
や
介
護
、地
域
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
も
男
性
と
共
に
担
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、も
は
や
待
っ
た
な
し

の
状
況
で
す
が
、『
育
メ
ン
』（
育
児
参
加
に

積
極
的
な
夫
）や『
家
事
ダ
ン
』（
家
事
を
積

極
的
に
こ
な
す
男
性
）と
い
う
言
葉
が
生
ま

れ
、「
好
ま
し
い
理
想
の
男
性
像
」と
し
て

1
9
7
7
年
（
昭
和
52
年
）

「
国
内
行
動
計
画
」
策
定

「
国
内
行
動
計
画
前
期
重
点
目
標
」
発
表

国
立
婦
人
教
育
会
館
開
館

1
9
8
0
年
（
昭
和
55
年
）

「
女
子
差
別
撤
廃
条
約
」
署
名

生
活
環
境
部
に
「
婦
人
対
策
室
」
設
置

1
9
8
1
年
（
昭
和
56
年
）

「
国
内
行
動
計
画
後
期
重
点
目
標
」
発
表

1
9
8
2
年
（
昭
和
57
年
）

「
ね
っ
と
わ
ぁ
く
」
創
刊

1
9
8
3
年
（
昭
和
58
年
）

生
活
環
境
部
に
「
婦
人
青
少
年
課
」
設
置

1
9
8
5
年
（
昭
和
60
年
）

「
男
女
雇
用
均
等
法
」
公
布

「
労
働
者
派
遣
法
」
公
布

「
女
子
差
別
撤
廃
条
約
」
批
准

1
9
8
6
年
（
昭
和
61
年
）

「
男
女
雇
用
機
会
均
等
法
」「
労
働
者
派
遣
法
」
施
行

「
婦
人
の
た
め
の
静
岡
県
計
画
」
策
定

1
9
8
7
年
（
昭
和
62
年
）

「
西
暦
2
0
0
0
年
に
向
け
て
の
新
国
内
行
動
計
画
」策
定

生
活
環
境
部
に
「
婦
人
課
」
設
置

労
働
部
に
「
就
業
婦
人
課
」
設
置

1
9
8
9
年
」
（
平
成
元
年
）

学
習
指
導
要
領
の
改
定（
高
等
学
校
家
庭
科
の
男
女
必
修
等
）

「
婦
人
総
合
セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）
基
本
計
画
」
策
定

1
9
9
1
年
（
平
成
3
年
）

「
西
暦
2
0
0
0
年
に
向
け
て
の
新
国
内
行
動
計
画
」

第
1
次
改
定

「
育
児
休
業
法
」
公
布

「
婦
人
の
た
め
の
静
岡
県
計
画
」（
修
正
計
画
）
策
定

1
9
9
2
年
（
平
成
4
年
）

「
育
児
休
業
法
」
施
行

1
9
9
3
年
（
平
成
5
年
）

「
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
法
」
公
布
・
施
行

静
岡
県
女
性
総
合
セ
ン
タ
ー
あ
ざ
れ
あ
開
館

1
9
9
4
年
（
平
成
６
年
）

総
理
府
に
「
男
女
共
同
参
画
室
」
設
置

「
労
働
基
準
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
」
施
行

1
9
9
5
年
（
平
成
7
年
）

「
育
児
・
介
護
休
業
法
」
成
立

※黒字は国内のあゆみ、赤字は県内のあゆみ
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美
化
さ
れ
流
行
っ
て
い
る
う
ち
は
、男
女
共

に
責
任
を
担
う
べ
き
社
会
の
実
現
は
ま
だ

ま
だ
道
半
ば
と
言
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

性
差
別
表
現
が
ま
か
り
通
る

日
本
社
会

以
前
と
比
べ
、「
男
女
共
同
参
画
社
会
基

本
法
」の
概
念
は
定
着
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、自
治
体
や
企
業
の
広
報
の
あ
り
方

が
性
差
別
的
で
あ
る
と
の
批
判
が
殺
到
し
、

「
誤
解
を
招
く
表
現
だ
っ
た
」と
し
て
公
開

中
止
に
追
い
込
ま
れ
る
騒
動
は
後
を
絶
ち

ま
せ
ん
。そ
の
一
方
で
、批
判
の
対
象
と
な
っ

た
自
治
体
や
企
業
を
擁
護
し
、「
ど
う
し
て

す
ぐ
に
男
尊
女
卑
と
捉
え
る
の
か
」と
か
、

「
重
箱
の
隅
を
つ
つ
き
過
ぎ
だ
」と
か
反
発

す
る
意
見
も
み
ら
れ
ま
す
。

（
近
年
起
こ
っ
た
各
騒
動
に
つ
い
て
は
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で「
男
尊
女
卑
、批
判
」の

キ
ー
ワ
ー
ド
で
検
索
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

メ
デ
ィ
ア
で
話
題
に
な
っ
た
騒
動
や
、批
判

に
対
す
る
批
判
も
た
く
さ
ん
出
て
き
ま
す
）

『
配
慮
さ
れ
た
表
現
』が

求
め
ら
れ
て
い
る

し
か
し
、こ
の
よ
う
な
表
現
に
関
す
る
問
題

は
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
発
達
し
た
現
代
で
は
、

ツ
ィ
ッ
タ
ー
や
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
な
ど
の
ソ
ー

シ
ャ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
サ
ー
ビ
ス
を
通
じ
て
、

瞬
時
に
世
界
中
で
共
有
さ
れ
ま
す
。性
差
別

的
な
表
現
は
、国
内
の
み
な
ら
ず
海
外
の
メ

デ
ィ
ア
で
批
判
的
に
報
じ
ら
れ
、人
権
問
題

と
し
て
糾
弾
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

だ
か
ら
こ
そ
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ

て
誰
も
が
発
信
者
に
な
り
う
る
今
、私
た
ち

は
、世
界
レ
ベ
ル
の
広
い
視
野
で
様
々
な
立
場

に
あ
る
人
々
に
配
慮
し
た
行
動
す
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。な
ぜ
な
ら
、少
子
高
齢

化
が
進
み
、性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
が
全
人
口

の
7
.
6
％
を
占
め
る
と
言
わ
れ
る（
※
電

通
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ・ラ
ボ『
L
G
B
T
調
査

2
0
1
5
』よ
り
）現
代
の
日
本
に
お
い
て
、昔

な
が
ら
の
男
女
の
性
別
役
割
に
根
差
し
た
主

義
主
張
は
、大
部
分
の
人
に
と
っ
て
無
益
な
も

の
で
あ
り
、「
女
ら
し
さ
」や「
男
ら
し
さ
」に
と

ら
わ
れ
た
固
定
観
念
が
、世
界
で
通
用
し
な

い
の
は
明
白
だ
か
ら
で
す
。

1
9
9
6
年
（
平
成
8
年
）

「
男
女
共
同
参
画
2
0
0
0
年
プ
ラ
ン
」
策
定

「
労
働
者
派
遣
法
」
改
正

「
男
女
が
共
に
創
る
し
ず
お
か
プ
ラ
ン
」
策
定

1
9
9
7
年
（
平
成
9
年
）

「
男
女
雇
用
機
会
均
等
法
」「
労
働
基
準
法
」「
育
児
・

介
護
休
業
法
」
改
正
・
公
布

「
特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
（
N
P
O
法
）」
成
立

「
介
護
保
険
法
」
公
布

「
男
女
が
共
に
創
る
し
ず
お
か
プ
ラ
ン
推
進
計
画
（
ア

ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
）」
策
定

1
9
9
8
年
（
平
成
10
年
）

「
改
正
男
女
雇
用
機
会
均
等
法
」「
改
正
労
働
基
準
法
」

一
部
施
行

1
9
9
9
年
（
平
成
11
年
）

「
改
正
男
女
雇
用
機
会
均
等
法
」「
改
正
労
働
基
準
法
」

「
改
正
育
児
・
介
護
休
業
法
」
施
行

「
男
女
共
同
参
画
社
会
基
本
法
」
公
布
・
施
行

「
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
法
」
公
布
・
施
行
（
女

性
の
参
画
の
促
進
を
規
定
）

「
ふ
じ
の
く
に
・
男
女
共
同
参
画
の
日
」
制
定
（
7

月
30
日
）

大
須
賀
町
男
女
共
同
参
画
都
市
宣
言
（
9
月
14
日
）

2
0
0
0
年
（
平
成
12
年
）

「
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
等
の
規
則
等
に
関
す
る
法
律
」
施
行

「
男
女
共
同
参
画
基
本
計
画
」
策
定

「
男
女
が
共
に
創
る
し
ず
お
か
プ
ラ
ン
第
2
次
ア
ク

シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
策
定

2
0
0
1
年
（
平
成
13
年
）

「
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
の
防
止
及
び
被
害
者
の
保
護

に
関
す
る
法
律
」
公
布
・
一
部
施
行

「
静
岡
県
男
女
共
同
参
画
推
進
条
例
」
公
布
・
施
行

（
7
月
24
日
）

2
0
0
2
年
（
平
成
14
年
）

「
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
の
防
止
及
び
被
害
者
の
保
護

に
関
す
る
法
律
」
完
全
施
行

改
正
育
児
・
介
護
休
業
法
施
行

配
偶
者
暴
力
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
を
静
岡
県
女
性
相

談
セ
ン
タ
ー
に
設
置

2
0
0
3
年
（
平
成
15
年
）

「
少
子
化
社
会
対
策
基
本
法
」
施
行

「
次
世
代
育
成
支
援
対
策
推
進
法
」
公
布
、
一
部
施
行

「
静
岡
県
男
女
共
同
参
画
基
本
計
画
」
ハ
ー
モ
ニ
ッ

ク
し
ず
お
か
2
0
1
0
策
定

静
岡
県
女
性
総
合
セ
ン
タ
ー
を
「
静
岡
県
男
女
共
同

参
画
セ
ン
タ
ー
」
に
改
称

2
0
0
4
年
（
平
成
16
年
）

「
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
及
び
被
害
者
の
保
護
に
関
す

る
法
律
」
一
部
改
正

「
静
岡
県
男
女
共
同
参
画
白
書
」
発
行

2
0
0
5
年
（
平
成
17
年
）

「
改
正
育
児
・
介
護
休
業
法
」
施
行

「
男
女
共
同
参
画
基
本
計
画
（
第
２
次
）
策
定

「
し
ず
お
か
次
世
代
育
成
プ
ラ
ン
」
策
定

2
0
0
6
年
（
平
成
18
年
）

「
改
正
男
女
雇
用
機
会
均
等
法
」
成
立
（
平
成
19
年

4
月
か
ら
施
行
）

2
0
0
7
年
（
平
成
19
年
）

「
仕
事
と
生
活
の
調
和（
ワ
ー
ク・ラ
イ
フ・バ
ラ
ン
ス
）

憲
章
」
及
び
「
仕
事
と
生
活
の
調
和
推
進
の
た
め
の

行
動
指
針
」
策
定

「
静
岡
県
男
女
共
同
参
画
基
本
計
画
ハ
ー
モ
ニ
ッ
ク

し
ず
お
か
2
0
1
0
後
期
実
践
プ
ラ
ン
」
の
策
定

「
男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り
宣
言
」
推
進
事
業
開
始

2
0
0
8
年
（
平
成
20
年
）

「
女
性
の
参
画
加
速
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
策
定

島
田
市
が「
男
女
共
同
参
画
宣
言
都
市
」と
な
る（
記

念
式
典
8
月
2
日
）

2
0
0
9
年
（
平
成
21
年
）

「
児
童
福
祉
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
」（
11
月

26
日
成
立
・
12
月
3
日
公
布
）

次
世
代
育
成
支
援
対
策
推
進
法
の
一
部
改
正

富
士
市
が「
男
女
共
同
参
画
宣
言
都
市
」と
な
る（
記

念
式
典
11
月
14
日
）

2
0
1
0
年
（
平
成
22
年
）

「
育
児
・
介
護
休
業
法
」
の
一
部
改
正
（
6
月
30
日

か
ら
施
行
）

「
第
3
次
男
女
共
同
参
画
基
本
計
画
」
閣
議
決
定

「
第
2
次
静
岡
県
男
女
共
同
参
画
基
本
計
画
」
策
定

2
0
1
3
年
（
平
成
25
年
）

男
女
共
同
参
画
の
視
点
か
ら
の
防
災
・
復
興
の
取
組

指
針
」
作
成　

「
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
の
防
止
及
び
被
害
者
の
保
護

等
に
関
す
る
法
律
」
改
正

「
第
2
次
静
岡
県
男
女
共
同
参
画
基
本
計
画
・
第
２

期
事
前
計
画
」
策
定

2
0
1
4
年
（
平
成
26
年
）

「
日
本
再
興
戦
略
」
改
訂
2
0
1
4
に
「『
女
性
が
輝

く
社
会
』
の
実
現
」
が
閣
議
決
定

2
0
1
5
年
（
平
成
27
年
）

「
女
性
の
職
業
生
活
に
お
け
る
活
躍
の
推
進
に
関
す

る
法
律
」（
9
月
4
日
公
布
）

「
第
4
次
男
女
共
同
参
画
基
本
計
画
」
閣
議
決
定

参
考

平
成
27
年
度
静
岡
県
男
女
共
同
参
画
白
書
参
考
資
料

「
男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
国
内
外
の
主
な
動
き
」

中
学
校
で
は
女
子
の
み
の
必
修
で
あ
っ
た
家

庭
科
が
、1
9
9
3
年
か
ら
男
女
共
修
と
な
り

ま
し
た
。教
科
書
で
使
わ
れ
る
教
材
も
ジ
ェ
ン

ダ
ー
に
偏
ら
な
い
も
の
が
使
わ
れ
る
よ
う
に
。体

操
服
や
上
履
き
な
ど
、以
前
は
男
女
で
デ
ザ
イ

ン
や
色
が
異
な
っ
て
い
た
も
の
が
、同
じ
デ
ザ
イ

ン
、同
じ
色
の
も
の
に
統一さ
れ
て
い
ま
す
。名
簿

が
男
女
混
合
に
変
わ
り
ま
し
た
。

教育

か
つ
て
、女
性
は
高
校
か
短
大
を
卒
業
し
、数

年
働
い
て
結
婚
退
職
す
れ
ば
い
い
と
考
え
る
人
が

多
く
い
ま
し
た
。し
か
し
、最
近
女
子
生
徒
の
大
学

進
学
率
は
以
前
と
比
べ
て
高
く
な
り
つ
つ
あ
り
ま

す
。理
工
系
の
学
部
を
選
ぶ
女
子
は
ま
だ
少
な
い

の
が
現
状
で
、理
工
系
分
野
へ
の
進
学
を
促
す「
リ

コ
チ
ャ
レ
」の
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
れ
ま
で
は
夫
婦
間
や
カ
ッ
プ
ル
間
の
痴
話

げ
ん
か
、親
か
ら
子
ど
も
に
対
し
て
の
行
き
過
ぎ

た
し
つ
け
、と
さ
れ
て
き
た
私
的
な
関
係
で
の
暴

力
や
虐
待
が
、「
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク・バ
イ
オ
レ
ン

ス
」と
し
て
規
制
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

職
場
に
お
い
て
当
事
者
間
の一方
的
な
性
的
嫌
が

ら
せ
は「
セ
ク
シ
ャ
ル・ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
」と
し
て
労

働
上
の
問
題
で
あ
る
と
さ
れ
、企
業
に
は
防
止
に

取
り
組
む
義
務
が
課
せ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。「
個
人
的
な
こ
と
」と
し
て
扱
わ
れ
、以
前
で

あ
れ
ば
事
件
や
問
題
に
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
が
、

現
在
は
人
権
侵
害
と
し
て
認
知
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

男
女
共
同
参
画
社
会
を
目
指
し
取
り
組
み

が
進
む
中
で
、私
た
ち
の
生
活
も
変
化
し
て
い
ま

す
。そ
れ
に
合
わ
せ
、私
た
ち
の
考
え
方
、行
動
も

変
化
を
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

大学への進学家庭や職場

様
々
な
配
慮



4

「
お
か
し
い
」と
感
じ
取
る
力

 

静
岡
大
学
名
誉
教
授・故
染
谷
臣
道
さ

ん
は
、以
前
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
ま
し
た
。

「
人
間
が
100
人
い
た
ら
、100
通
り
の
性
が
あ

る『
ｎ
個
の
性
』と
い
う
考
え
方
が
あ
る
ん
で

す
。ｎ
個
＝
無
数
と
い
う
こ
と
。つ
ま
り
、男

と
女
と
い
う
分
け
方
そ
の
も
の
に
問
題
が
あ

り
、実
態
は
違
う
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
考

え
方
で
す
。（
中
略
）男
性
も
女
性
も
年
齢
や

職
業
に
よ
っ
て
様
々
で
す
か
ら
、個
々
人
に
分

解
し
て
み
た
ら『
多
様
性
』を
認
め
る
こ
と
こ

そ
が
大
事
で
す
。そ
う
い
う
意
味
に
お
い
て

は
、男
性
と
女
性
と
に
分
け
る
こ
と
す
ら
も

大
雑
把
す
ぎ
る
と
思
い
ま
す
」（
※「
ね
っ
と

わ
ぁ
く
67
号『
染
谷
臣
道・絹
代
夫
妻
と「
女

子
力
」「
男
子
力
」「
人
間
力
」に
つ
い
て
考
え

る
』」よ
り
）

染
谷
さ
ん
の
考
え
を
言
い
換
え
れ
ば
、例

え
ば
台
所
用
品
の
宣
伝
に「
エ
プ
ロ
ン
を
つ
け

た
女
性
」を
起
用
し
た
り
、自
信
た
っ
ぷ
り
な

男
性
が
運
転
し
、女
性
が
う
っ
と
り
と
助
手

席
に
座
る
よ
う
な
車
の
宣
伝
は「
大
雑
把
す

ぎ
る
」わ
け
で
す
。こ
の
よ
う
な
C
M
に
遭
遇

し
た
時
、「
お
か
し
い
」と
感
じ
る
力
を
養
う

こ
と
は
、無
意
識
に
す
り
込
ま
れ
た
性
別
役

割
か
ら
私
た
ち
を
解
放
し
ま
す
。

ア
ン
テ
ナ
を
伸
ば
し

語
り
合
お
う

ま
ず
、「
違
和
感
を
覚
え
る
ア
ン
テ
ナ
」を

伸
ば
す
こ
と
が
大
事
で
す
。そ
し
て
、日
々

の
生
活
や
メ
デ
ィ
ア
に
お
け
る
違
和
感
を
、

身
近
な
人
と
率
直
に
語
り
合
う
と
こ
ろ
か

ら
始
め
ま
せ
ん
か
? 

私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が

「
自
分
以
外
の
誰
か
は
ど
う
感
じ
る
か
」に

配
慮
す
る
こ
と
で
、お
互
い
の
多
様
性
を
認

め
合
う
こ
と
が
で
き
、結
果
的
に
す
べ
て
の
人

が
生
き
や
す
い
社
会
の
実
現
に
繋
が
っ
て
い

く
か
ら
で
す
。

そ
う
考
え
る
と
、『
男
女
共
同
参
画
』や

『
女
性
が
輝
く
』社
会
を
目
指
す
現
在
の
施

策
も
、よ
り
多
様
性
に
配
慮
し
た
表
現
や
概

念
に
見
直
さ
れ
る
転
換
期
が
く
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

誰
も
が
同
じ
時
代
の
担
い
手
と
し
て
、表

現
に
対
す
る
ア
ン
テ
ナ
を
伸
ば
し
議
論
を
深

め
る
こ
と
は
、皆
が
暮
ら
し
や
す
い
社
会
を

共
に
育
む
こ
と
に
繋
が
り
ま
す
。そ
の
よ
う

な
生
き
方
や
考
え
方
を
、次
世
代
に
受
け
継

い
で
い
き
た
い
も
の
で
す
。　　

（
藁
科
可
奈
）

1
9
9
6
年
（
平
成
8
年
）

「
男
女
共
同
参
画
2
0
0
0
年
プ
ラ
ン
」
策
定

「
労
働
者
派
遣
法
」
改
正

「
男
女
が
共
に
創
る
し
ず
お
か
プ
ラ
ン
」
策
定

1
9
9
7
年
（
平
成
9
年
）

「
男
女
雇
用
機
会
均
等
法
」「
労
働
基
準
法
」「
育
児
・

介
護
休
業
法
」
改
正
・
公
布

「
特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
（
N
P
O
法
）」
成
立

「
介
護
保
険
法
」
公
布

「
男
女
が
共
に
創
る
し
ず
お
か
プ
ラ
ン
推
進
計
画
（
ア

ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
）」
策
定

1
9
9
8
年
（
平
成
10
年
）

「
改
正
男
女
雇
用
機
会
均
等
法
」「
改
正
労
働
基
準
法
」

一
部
施
行

1
9
9
9
年
（
平
成
11
年
）

「
改
正
男
女
雇
用
機
会
均
等
法
」「
改
正
労
働
基
準
法
」

「
改
正
育
児
・
介
護
休
業
法
」
施
行

「
男
女
共
同
参
画
社
会
基
本
法
」
公
布
・
施
行

「
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
法
」
公
布
・
施
行
（
女

性
の
参
画
の
促
進
を
規
定
）

「
ふ
じ
の
く
に
・
男
女
共
同
参
画
の
日
」
制
定
（
7

月
30
日
）

大
須
賀
町
男
女
共
同
参
画
都
市
宣
言
（
9
月
14
日
）

2
0
0
0
年
（
平
成
12
年
）

「
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
等
の
規
則
等
に
関
す
る
法
律
」
施
行

「
男
女
共
同
参
画
基
本
計
画
」
策
定

「
男
女
が
共
に
創
る
し
ず
お
か
プ
ラ
ン
第
2
次
ア
ク

シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
策
定

2
0
0
1
年
（
平
成
13
年
）

「
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
の
防
止
及
び
被
害
者
の
保
護

に
関
す
る
法
律
」
公
布
・
一
部
施
行

「
静
岡
県
男
女
共
同
参
画
推
進
条
例
」
公
布
・
施
行

（
7
月
24
日
）

2
0
0
2
年
（
平
成
14
年
）

「
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
の
防
止
及
び
被
害
者
の
保
護

に
関
す
る
法
律
」
完
全
施
行

改
正
育
児
・
介
護
休
業
法
施
行

配
偶
者
暴
力
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
を
静
岡
県
女
性
相

談
セ
ン
タ
ー
に
設
置

2
0
0
3
年
（
平
成
15
年
）

「
少
子
化
社
会
対
策
基
本
法
」
施
行

「
次
世
代
育
成
支
援
対
策
推
進
法
」
公
布
、
一
部
施
行

「
静
岡
県
男
女
共
同
参
画
基
本
計
画
」
ハ
ー
モ
ニ
ッ

ク
し
ず
お
か
2
0
1
0
策
定

静
岡
県
女
性
総
合
セ
ン
タ
ー
を
「
静
岡
県
男
女
共
同

参
画
セ
ン
タ
ー
」
に
改
称

2
0
0
4
年
（
平
成
16
年
）

「
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
及
び
被
害
者
の
保
護
に
関
す

る
法
律
」
一
部
改
正

「
静
岡
県
男
女
共
同
参
画
白
書
」
発
行

2
0
0
5
年
（
平
成
17
年
）

「
改
正
育
児
・
介
護
休
業
法
」
施
行

「
男
女
共
同
参
画
基
本
計
画
（
第
２
次
）
策
定

「
し
ず
お
か
次
世
代
育
成
プ
ラ
ン
」
策
定

2
0
0
6
年
（
平
成
18
年
）

「
改
正
男
女
雇
用
機
会
均
等
法
」
成
立
（
平
成
19
年

4
月
か
ら
施
行
）

2
0
0
7
年
（
平
成
19
年
）

「
仕
事
と
生
活
の
調
和（
ワ
ー
ク・ラ
イ
フ・バ
ラ
ン
ス
）

憲
章
」
及
び
「
仕
事
と
生
活
の
調
和
推
進
の
た
め
の

行
動
指
針
」
策
定

「
静
岡
県
男
女
共
同
参
画
基
本
計
画
ハ
ー
モ
ニ
ッ
ク

し
ず
お
か
2
0
1
0
後
期
実
践
プ
ラ
ン
」
の
策
定

「
男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り
宣
言
」
推
進
事
業
開
始

2
0
0
8
年
（
平
成
20
年
）

「
女
性
の
参
画
加
速
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
策
定

島
田
市
が「
男
女
共
同
参
画
宣
言
都
市
」と
な
る（
記

念
式
典
8
月
2
日
）

2
0
0
9
年
（
平
成
21
年
）

「
児
童
福
祉
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
」（
11
月

26
日
成
立
・
12
月
3
日
公
布
）

次
世
代
育
成
支
援
対
策
推
進
法
の
一
部
改
正

富
士
市
が「
男
女
共
同
参
画
宣
言
都
市
」と
な
る（
記

念
式
典
11
月
14
日
）

2
0
1
0
年
（
平
成
22
年
）

「
育
児
・
介
護
休
業
法
」
の
一
部
改
正
（
6
月
30
日

か
ら
施
行
）

「
第
3
次
男
女
共
同
参
画
基
本
計
画
」
閣
議
決
定

「
第
2
次
静
岡
県
男
女
共
同
参
画
基
本
計
画
」
策
定

2
0
1
3
年
（
平
成
25
年
）

男
女
共
同
参
画
の
視
点
か
ら
の
防
災
・
復
興
の
取
組

指
針
」
作
成　

「
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
の
防
止
及
び
被
害
者
の
保
護

等
に
関
す
る
法
律
」
改
正

「
第
2
次
静
岡
県
男
女
共
同
参
画
基
本
計
画
・
第
２

期
事
前
計
画
」
策
定

2
0
1
4
年
（
平
成
26
年
）

「
日
本
再
興
戦
略
」
改
訂
2
0
1
4
に
「『
女
性
が
輝

く
社
会
』
の
実
現
」
が
閣
議
決
定

2
0
1
5
年
（
平
成
27
年
）

「
女
性
の
職
業
生
活
に
お
け
る
活
躍
の
推
進
に
関
す

る
法
律
」（
9
月
4
日
公
布
）

「
第
4
次
男
女
共
同
参
画
基
本
計
画
」
閣
議
決
定

参
考

平
成
27
年
度
静
岡
県
男
女
共
同
参
画
白
書
参
考
資
料

「
男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
国
内
外
の
主
な
動
き
」

1
9
9
9
年
施
行「
改
正
男
女
雇
用
機
会
均

等
法
」で
は
、採
用
、募
集
、昇
進
や
配
置
換
え

な
ど
に
お
い
て
男
女
差
別
の
対
応
が
禁
止
と
な

り
ま
し
た
。た
だ
、働
き
方
そ
の
も
の
を
見
直

す
と
い
う
点
で
は
、ま
だ
不
十
分
な
内
容
で
す
。

労働

2
0
1
6
年
4
月
、「
女
性
活
躍
推
進
法
」

が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。大
企
業
に
女
性
を
登
用

す
る
際
の
数
値
目
標
が
、義
務
付
け
ら
れ
ま
し

た
。ま
た
、2
0
1
7
年
1
月
か
ら
は「
改
正
育

児
介
護
休
業
法
」が
施
行
さ
れ
、男
女
共
に
離

職
せ
ず
働
き
続
け
る
こ
と
が
出
来
、必
要
な
と

き
に
仕
事
と
家
庭
の
両
立
が
で
き
る
よ
う
取
り

組
み
が
始
ま
り
ま
し
た
。

産休・育休・介護休業

多
様
な
性
的
志
向
や
性
自
認
、生
き
方
の

尊
重
が
世
界
で
求
め
ら
れ
て
い
る
中
、日
本
は

い
ま
だ
同
性
婚
が
法
律
上
認
め
ら
れ
て
お
ら

ず
、同
性
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
条
例
や
要
綱
を

制
定
し
た
自
治
体
も
非
常
に
限
ら
れ
て
い
ま

す
。2
0
1
6
年
の
時
点
で
公
的
制
度
を
施

行
し
て
い
る
自
治
体
は
、東
京
都
渋
谷
区・同

世
田
谷
区・三
重
県
伊
賀
市・兵
庫
県
宝
塚
市・

沖
縄
県
那
覇
市
の
5
ヵ
所
の
み
。札
幌
市
は

2
0
1
7
年
度
に
制
度
を
導
入
す
る
べ
く
検

討
中
で
、実
現
す
れ
ば
政
令
指
定
都
市
と
し
て

は
初
と
な
り
ま
す
。

す
べ
て
の
人
の
基
本
的
人
権
を
尊
重
し
、性

や
生
き
方
の
多
様
化
に
配
慮
す
る
観
点
で
、婚

姻
制
度
の
あ
り
か
た
に
つ
い
て
も
、議
論
を
深

め
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

婚姻制度


